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　This study was designed to investigate the difference in first words between typically 
developing children and language impaired children. Data were collected from ２２８ typically 
developing children and ２１ language-impaired children. The data include questions to 
caretakers such as the period of the first-words production, the sound of the first-words 
production, the meaning of the first-words production, and the impression of the parents 
about their children’s first-words development. The following is the result of the 
questionnaire: Of the typically developing children, approximately ９０% produced their first 
words by １５ months of age. A majority of the first words consist of “ma-ma” meaning 
“mother” in Japanese. The second frequently uttered words are “mam-ma” meaning 
“food” in Japanese. The parents of typically developing children noticed when their 
children did not produce their first words by １７ to １８ months of age. A majority of the 
language impaired children did not produce their first words before １７ month years old. In 
some cases, the production of the first words did not occur until four years old. The content 
of the first words were the same in most cases for both the typically developing and the 
language impaired children. However, the language impaired children uttered such words 
as “o-wa-ri” meaning “finish” in Japanese and “go” in English. These words were not 
identified in the production of the typically developing children. These results suggest that 
the first-words production is delayed in the language impaired children, and some of the 
words produced by the impaired children are different from those produced by the 
typically developing children.
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要約
　子どもが初めて発する意味ある音声表出を初語とい
う．本研究では，定型発達児と言語発達障害児の初語に
ついて検討した．対象は定型発達児２２８例と言語発達障
害児２１例であった．対象児の保護者に初語に関するアン
ケートないし問診を行い，初語の時期，初語発語，初語
の意味内容，初語表出時期についての感想を聴取した．
主な知見は以下であった．定型発達児では約９０％が１５か
月までに初語が表出されていた．初語には「ママ」が最
も多く，その意味はお母さんであった．次に多いのは
「マンマ」であり，その意味内容は食べ物であった．定
型発達児の保護者にとって初語が遅いと感じ始める時期
は１７～１８か月頃からであった．言語発達障害児の多く
は，初語表出期時期が１７か月以降で，４歳を過ぎても初
語がない例も認められた．言語発達障害児の初語の多く
は定型発達児と同じであったが，「おわり」や「ゴー」と
いった定型発達児では認められない初語があった．以上
の結果から，言語発達障害児では初語が遅れること，初
語が定型発達児とは異なる可能性が示唆される．
Ⅰ　目的
　生物としてのヒトは生後すぐには自力でほとんど何も
することができず，主に探索反射や吸啜反射などの原始
反射が認められるのみである．しかし，月数を重ねるに
つれ脳が発育して原始反射への抑制が働くようになり，
行動は反射から反応へと移行していく．生後８か月頃か
らはコミュニケーションにとって重要な共同注意が見ら
れるようになり，生後約１２か月（１歳）前後に歩き始め，
初めて意味のある音声を発する．これは初語（あるいは
始語）と呼ばれており，表出語彙の最初の語として位置
づけられる．ほぼ生後１２か月（１歳）前後には初語とい
われる音声言語を発し，就学までに語彙のみならず構文
（統語）能力も談話能力も獲得して，音声言語を用いて
思考したり周囲の人とのコミュニケーションを行ったり
するようになる．１歳前後で初語が認められることはヒ
トという種に普遍的な現象で，どの言語を獲得したとし
て変わらないと言われている．したがって，初語の遅れ
は言葉の遅れを発見する重要な指標となっている．
　定型発達児の初語は１２か月前後にみられると述べた
が，初語の表出時期には性差があり，日本版デンバー式
発達スクリーニング検査第１版の言語項目「ママ，パパ
など意味のあることばを１語いう」では，女児の９０％が
１４.１か月でクリアーしているのに対し，男児では１４.８か月
を要している１）．また，小椋ら２）は，日本語マッカーサー
乳幼児言語発達質問紙に関する標準化データから女の方
がやや早いことを示している．また，さらに藤原ら３）は，
１歳０か月から１歳１１か月までの幼児３１０名（男児１５０名，
女児１６０名）を対象に，各年齢における平均表出語彙数と
品詞，性差を検討した．その結果，１歳０か月では平均
表出語彙数が２.９±２.４語であり１歳前後に言葉が出始め
ていたが，それ以降１歳１０か月では男児６３.７語，女児
１２７.６語，１歳１１か月では男児６１語，女児１４４語と男女差が
広がる傾向にあり，その差は有意であったと報告してい
る．さらに初期表出語彙の品詞についても検討し，１歳
０か月～１歳６か月まではほとんどが名詞であり，１歳
５か月になって初めて動詞が平均1語を越えるようにな
り，１歳７か月には他の品詞も増加していくことを示し
た．また，初期に表出される名詞は大多数の年齢範囲で
「動物，人々，食物と飲物」が多く，「おもちゃ，家庭用
品，場所と部屋」などのカテゴリーの語彙は増加の遅い
ことを明らかにしている４）．
　以上のように，初語から始まる１歳代小児の表出語彙
には名詞が多いことは明らかとなってきており，このこ
とから初語も名詞である可能性が高いと思われるが，実
際にはどのような語が初語として現れているのであろう
か．初語には構音のしやすさも初語に影響すると思わ
れ，通常は「マンマ，ママ，パパ，ブーブー」などであ
ることは広く知られている．我々は最初に表出される語
彙，すなわち初語がいつ頃表出されるのか，またその初
語はどのような語彙であるのかを検討するため定型発達
児に対してアンケート調査を行った５）．今回はさらに，
言語発達障害児に対して保護者に直接問診することに
よって初語について追加調査したのであわせて報告す
る．
Ⅱ　対象と方法
　対象はＡ県内にある保育園３施設に在籍する園児２２８
名（男児１１２名，女児１１６名）の養育者を対象にアンケー
トを実施した．なお，発達に遅れがあると保育士が判断
した幼児は分析から除外した．言語発達障害児は定期的
に訓練を行ってきた２１例（男１６例，女５例）であった．言
語発達障害児が本学言語発達支援センターを訪れた時の
初診年齢は３歳０か月～１０歳２か月であった．２１例の内
訳は広汎性発達障害（自閉症，特定不能などを含む）が
１０例，ダウン症が３例，レックリングハウゼン病が１例，
知的発達障害が１例，不明ないし未受診が６例であった．
なお，ここでいう言語発達障害児とは，田中教育研究所
編の言語発達診断検査（表出語彙）あるいは絵画語い発
達検査（理解語彙）を実施した結果，表出あるいは受容
のどちらか一方の側面で1年以上の遅れがあった場合と
した．
　何をもって初語とするかについては議論の余地はある
が，今回は伊藤６）の定義にしたがった．伊藤によれば，
初語とは「子から母への音声的伝達において母が意味す
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る語だと受け取った音声単位」であって，音声形式が安
定していること，その音声形式が母親以外の他者にも理
解可能なものであること，以上の２条件も満たすものを
初語とした．
　アンケート内容は表１に示したとおり，初語表出時
期，その音形と意味などについて質問した．また，運動
発達の遅れの有無をみるために初めて歩いた時期（始歩）
について聞いた．なお，アンケート調査を行う前には文
書ないしは口頭で研究内容の説明を行い，その趣旨を理
解し同意が得られた保護者に対してのみ初語に関するア
ンケートを実施した．
Ⅲ　結果
１．定型発達児における初語
　まず，初語が認められた時期について検討した．な
お，今回は性差をみることが目的ではないので男女を
まとめて分析した．アンケートの回答には初語表出時
期が１２か月といった明確な時期で回答したものと１２か
月から１４か月といったある一定の期間で回答したもの
とがあった．そこで一定期間で回答したものについて
は中間の時期を初語表出時期として分類した．すなわ
ち，１２か月から１４か月の場合は中間の１３か月，１２か月
から１５か月と回答した場合の中間は１３.５か月なるが切
り上げて１４か月とした．初語表出時期が無回答であっ
た９例を除いた２１９例の分布を示したのが図１である．
初語表出時期の平均は１２.７か月であったが，この図を
見ると１５か月までに大半の幼児で初語が認められ，全
体の約９０％で初語が認められた．なお，１２か月を境に
臨界比で検定を行ったところ１２か月とそれ以降とでは
有意な差があった（CR=２.０２，P＜.０５）．これに対して
初語が１７か月以降と遅かった幼児も１０名程度認めら
れ，特に初語が２４か月であった幼児が２名いた．
　次に初語のカテゴリーが何であったのかをみたのが
表２である．今回は意味的まとまりで分類したが，感
覚的なわかりやすさも考慮してオノマトペといった言
語学上の枠組みも使用した．この表から，初語の多く
は家族内の人で全体の５０％を占めているのがわかる．
次いで多いのは食べ物であり全体の２８.９％，その他に
はオノマトペ，一般名詞，その他（返事の類，様子や
状態など）であった．これらの初語がどのような音声
と意味で表現をされていたのかについては表２の下段
に示した．表２から，家族の場合はその半数以上が
「ママ（母親）」，食物の場合はすべてが「マンマ」と
いう表現，オノマトペでは「ワンワン」などといった
動物を表す表現であったことがわかる．
表１　初語に関するアンケート内容（抜粋）
１．性別
２．初めて話した意味のある言葉は何か？
３．初めて話した言葉の意味は何であったか？
４．初めて言葉を話した時期はいつか？
　　（月齢で．はっきりわからない場合は１２～１６か月と
期間で回答）
５．初めて歩いた時期はいつか（月齢で）
６．初めて言葉が出た時期をどう感じたか（早い，遅
い，普通）
図１　定型発達児の初語表出時期の累積率
表２　定型発達児にみられた初語の分類（１９４語）
その他一般名詞オノマトペ食物家族分類基準
８１４１９５６９７語数
４.２％７.２％９.７％２８.９％５０％（％）
－－ワンワンマンマママ最頻度語
－－４７.３％１００％５８.８％（％）
表３　定型発達児の初語表出時期に関して遅いと判断した養育者の割合
１９～１７，１８１６１５１４１３１２１１～１０月数
０５８３８９１４９１３５３％
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　次に，表３では初語の表出が遅いと感じた時期につ
いて検討した．初語の表出時期と養育者の感覚との関
係について調べた理由は以下の通りである．一般的に
言語に関して遅れているのではないかと判断する最初
の人は，医療従事者ではなく養育者である可能性が高
い．この判断があって初めて専門機関を訪れるのであ
る．そして，言語の専門家は言葉に問題があるという
前提で子どもを診ることになる．とすれば，当然のこ
とながら養育者が自分の子どもの言葉に遅れがあると
認識し始める時期より早くに専門家が当該患児を診る
ことはない．そういった意味で養育者が子どもの言葉
に気になり出す時期を調査した．その結果，初語が遅
いと半数以上の養育者が感じ始める時期は17，18か月
以降であった．
２．言語発達障害児における初語
　これまで定期的に訓練を実施してきた（あるいは実
施中）言語発達障害児２１例に関する結果を述べる．何
らかの疾患があった場合には一般的には初語に遅れが
認められる傾向にあるが，これまでかかわってきた小
児言語発達障害児例の初語表出時期を調べると表４の
ような分布になった．表４からは定型発達児を持つ養
育者で初語が遅いと感じなかった１７か月よりも前に初
語が認められたのは３例のみであり，全体の大半は１７
か月以降に初語があったことがわかる．特に２４か月
（２歳）以降から５４か月（４歳８か月）と著しく遅い
時期に初語が認められた例も８例おり，不明を含め全
体の８５％以上で初語に遅れが認められた．なお，例数
は大きく異なるが，定型発達児の初語表出時期との差
を検定したところ言語発達障害児では有意に初語が遅
かった（２＝４９.０２，df＝１，P＜.００１）．
　次に，どのような語が初語として表出されたのかを
見たものが表５である．初語が何であったのかを明確
に覚えていない保護者もいたので，はっきりと初語内
容を同定できていたもののみを取り上げた．この表か
ら，一般に初語としてよく認められる「ママ，パパ，
マンマ」やオノマトペ（ブーブー，モーモー）が認め
られる一方で，「おわり」といった絵で提示することが
困難と思われる名詞，英語と思われる「ゴー」といっ
た語も認められた．さらに，「雨の）のア」というワー
ドパーシャルも初語として記載されていた．これら初
語の意味カテゴリーについて分類してみると，家族内
が９，オノマトペが２，英語と思われるものが１，一
般名詞が２であったが，一般名詞はその１つがワード
パーシャルであった．なお，「おわり」や「ゴー」が初
語であった２例は広汎性発達障害との診断を受けてい
た．
Ⅳ　考察
　初語に関する本研究の結果，定型発達児では１２か月前
後，遅くとも１５か月までには９０％近くの子どもで初語が
認められることがわかった．この結果は，戸田７），藤原
ら４）の結果とも一致する．一方，例数が少ないものの言
語発達障害児で対象児の80％以上の割合で初語の遅れを
認めたが，初語表出時期に遅れを認めなかった例も見ら
れた．以上のことから，通常，初語は１２か月前後の一定
期間内に認められ，それが遅れた場合は言語発達の遅れ
が示唆されるものと思われる．しかし，初語に遅れを認
めない例も存在したことから，初語に遅れのないことが
言語発達に問題がないことを意味するわけではないもの
と思われる．
　次に本研究の結果，初語で最も多いカテゴリーは家族
であった．藤原ら４）でも初語で一番多かったのは「パパ，
ママ」であり，本研究はこの結果と一致する．また，次
に多いのは両者とも食べ物を示す「マンマ」であった．藤
原ら４）の研究は厳密には初語とはいえないが，１歳０か
月から１歳３か月までに表出された語彙の意味カテゴリー
で多かった上位３つは「人々，動物，食物」であった．
本研究で３番目に多かったオノマトペであったが，その
多くが動物に関わるオノマトペであったことを考える
表４　言語発達障害児における初語の時期（n=２１）
不明24～54か月18～20か月12～15か月
3873
数字は人数、不明とはまだ初語が認められない、覚えていないを意味する
表５　言語発達障害児における初語の内容
（雨の）アゴーモーモーブーブーおわりマンマパパババママ
１１１１１２２２５
数字は人数、不明ないし未発話のものは除く
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と，本研究の初語傾向はこれまでの研究の傾向と一致し
ているものと思われる．例数に大きな開きがあり，かつ
言語発達障害児の例数が少ないことを考慮する必要はあ
るものの，全体として初語の内容に大きな違いはないの
はないかと思われる．また，初語として表出される音声
も両唇破裂音である場合が多く，これは構音のしやすさ
あるいは構音獲得順序が影響しているものと思われる．
　しかしその一方で，言語発達障害児の初語のなかには
定型発達児では見られないものがあった．すなわち，言
語発達障害児の初語には「おわり」や「ゴー」などがあっ
た．これらの語は，戸田５）や吉岡ら７）の結果から定型発
達児の初語としては認められていない．また，「おわり」
や「ゴー」といった言葉は身近な言葉とは言い難い側面
がある．すなわち，定型発達児に多く見られた「ママ，
パパ，マンマ」は幼児が毎日接しているまさに身近な人
物や物に対する語であるが，言語発達障害児に見られた
「おわり」は通常早期には獲得されるとは考えにくい．
この点について保護者に聞くと，「おわり」はテレビ番組
からの音声を聞いてから使い始めたとのことであった．
このことは聴覚的に入力された音声が反響言語的に復唱
され，初語として定着した可能性を示唆している．この
傾向が本当に言語発達障害児の特徴といえるのかという
点については，反響言語がしばしば認められる広汎性発
達障害児における初語について例数をさらに増やして調
査していく必要があるものと思われる．また，初語とし
て発声された音声も「ママ」や「マンマ」が両唇音と比
較的早期に獲得される構音であるのに対し，「終わり」の
「り」は弾き音，「ゴー」は軟口蓋音と比較的獲得が遅い
構音である８）．この点も定型発達児と言語発達障害児と
では一致していない．今後は初語の音声表出とその意味
について検討する必要がある．また，その初語が命名行
為であったのか，あるいは要求として表出されたのかに
ついても興味深い検討事項と思われる．綿巻９）は一女児
の初語「マンマ」の意味分析を行い，「マンマ」が要求表
出と密接に関連していることを指摘している．今後は，
言語発達障害児における初語そのものが命名機能なのか
要求機能なのかについて検討していくと興味深い知見が
得られるものと期待される．また，質問票のような形で
はなく綿巻９）のように初語について直接的に観察する研
究も重ねていく必要があると思われる．
　最後に，今回の研究では言語発達障害児について，表
出か受容のいずれのかの側面で１年以上の遅れがあった
ものとしたが，医学的診断名は自閉症，レックリングハ
ウゼン病，ダウン症など多岐にわたっていた．今後は一
例一例を縦断的に検討して，その差異について検討する
必要があると思われる．
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